
令和 7 年 5 月 1 日 

北海道情報専門学校 

キャリア教育・実践的職業教育への取り組み 

 

1.実践的職業教育への取り組み 

企業との授業等における連携の方針 

 IT システムの業界で、一定以上のシェアを持ち業界標準と

もいえるソフトウェア・アプリケーションの開発会社（ベンダ

ー）や、知名度のある資格団体、実際に IT システムを開発し

ている企業との連携を行う。 

 学校全体の実践的なカリキュラムを構築するため、企業への

ヒアリング・委員の派遣等の連携を実施する。さらに授業を実

施するにあたり、事前に連携する科目の科目設計から始まり、

実際の授業の実施や授業で使用される教材の提供、授業終了後

にはその科目評価など多岐にわたり対象企業と連携を行うこ

とで、業界で利用価値の高い知識とスキルを実践的かつ専門的

に授業を実施する。 

企業との授業等における連携の内容 

 システム開発企業との連携は、授業内容の確認と学生のスキ

ル到達目標の設定を企業との打合せにより行う。実際の演習・

実習には企業からの講師派遣により、実践的なスキルの教授支

援を行う。 

連携企業名 株式会社エスシーシー 

企業との連携科目 実践システム開発演習 

 

2.キャリア教育・就職支援への取り組み 

就職支援担当 

・専任就職担当がサポート 

・キャリアサポーター、キャリアカウンセラー研修受講済み講師によ

る指導 

就職支援体制について 

厚生労働省認可 無料職業紹介所 

（認可日：昭和６１年７月２２日） 

 教務部に就職課を置き、ジョブ・カード・キャリアコンサルタント

による指導を実施 

インターンシップについて IT 企業を中心に、インターンシップを実施 

 


